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パウロ・ローシャ｜Paulo Rocha
1935年ポルト生まれ。リスボン大学中退後、パリの高等映画学院（IDHEC）で学ぶ。ジャン・ルノワール（『捕えられ
た伍長』1962）、マノエル・ド・オリヴェイラ（『春の劇』1963）の助監督を経て、初監督作『青い年』（1963）でロカルノ
国際映画祭新人監督賞に輝き、ポルトガル映画の新潮流「ノヴォ・シネマ Novo Cinema」の旗手となる。第二作『新
しい人生』（1965）と数本の短篇を撮った後、駐日ポルトガル大使館文化担当官として東京に赴任（1979–1983）。
その間、日本に歿したポルトガル人作家モラエス（1854–1929）の生涯を前衛的手法で描く日本・ポルトガル合作『恋
の浮島』（1982）を完成。帰国後『源氏物語』の翻案『欲望されたもの』（1987）を撮る。他にフランスのTVシリーズ
「現代の映画」でオリヴェイラと今村昌平についてのドキュメンタリーも監督している。2012年、リスボン郊外で逝去。
遺作は自伝的なフィクション『もしも私が泥棒だったら…』（2012）。

新しい人生｜Mudar de Vida
1965年｜93分｜35mm／DCP
監督・脚本：パウロ・ローシャ
台詞：アントニオ・レイス
撮影：エルソ・ロック、カルロス・マヌエル・シルヴァ
出演：ジェラルド・デル・レイ、マリア・バローゾ、イザベル・ルト
ローシャの監督第二作。ポルトガルの漁村を舞台に、兵役から戻った主人公
が挫折を経て、人生を再出発させるまでの軌跡を描く。村民たちの漁の様子、
麦わらや砂集めなどの労働が、モノクロの映像で丹念に積み重ねられる。従来
の劇映画のストーリーテリングとは一線を画す偏心的構成が斬新な佳作。
※国立映画アーカイブ所蔵の35mmプリントと、シネマテッカ・ポルトゲーザによるデジタル
復元版（ペドロ・コスタ監修）DCPを上映。

恋の浮島｜A Ilha dos Amores
1982年｜169分｜35mm／DCP
監督・脚本：パウロ・ローシャ
台詞：ルイザ・ネト・ジョルジュ、羽田澄子、渡邊守章ほか
撮影：岡崎宏三、アカシオ・ド・アルメイダ、エルソ・ロック
出演：ルイス・ミゲル・シントラ、クララ・ジョアナ、三田佳子
14年の歳月をかけて作られた日本・ポルトガル合作映画。日本人女性を愛し、
日本に歿した作家ヴェンセスラウ・デ・モラエス（1854–1929）の波瀾の生涯を
描く。ポルトガルと日本、中国の古典文学を換骨奪胎し、東洋と西洋ふたつの
精神が交叉する。ローシャの奔放な想像力が生み出した過剰なる問題作。
※国立映画アーカイブ所蔵の35mmプリントと、シネマテッカ・ポルトゲーザによるデジタル
復元版DCPを上映。

『恋の浮島』撮影時

青い年｜Os Verdes Anos
1963年｜85分｜35mm／DCP
監督・脚本：パウロ・ローシャ
脚色・台詞：ヌーノ・ブラガンサ
撮影：リュック・ミロ
出演：ルイ・ゴメス、イザベル・ルト、パウロ・レナート
パリで映画を学び帰国したパウロ・ローシャの監督第一作。田舎からリスボンへ
移り住み新生活を始めた若者ジュリオの恋心と孤独を清冽に描く。ロケーション
撮影、省略と飛躍が印象的な、「ノヴォ・シネマ」（新しい映画）の嚆矢となる重
要作。ポルトガルを代表する女優イザベル・ルトの初 し々い佇まいが魅力的。
※国立映画アーカイブ所蔵の35mmプリントと、シネマテッカ・ポルトゲーザによるデジタル
復元版（ペドロ・コスタ監修）DCPを上映。

『恋の浮島』制作風景



日本初上映

モラエスの島｜A Ilha de Moraes
1984年｜102分｜DCP
監督：パウロ・ローシャ
撮影：アントニオ・エスクデイロ、コウノ・ヨシヒロ、サカイ・リョウイチ
出演：パウロ・ローシャ、瀬戸内寂聴、アルマンド・マルティンス・ジャネイラ
大作『恋の浮島』でその半生が描かれた作家モラエスの足跡を、ローシャ
監督自身が辿るドキュメンタリー。ポルトガル、マカオ、神戸、徳島などモラエ
スゆかりの地を訪ね、人 の々証言に耳を傾ける。後に『モラエス恋遍路』を
著した瀬戸内寂聴も登場。『恋の浮島』と合わせ鏡のような貴重な作品。

日本初上映

もしも私が泥棒だったら…｜Se Eu Fosse Ladrão... Roubava
2012年｜87分｜DCP
監督：パウロ・ローシャ
脚本・台詞：レジーナ・ギマラエス
撮影：アカシオ・デ・アルメイダ
出演：イザベル・ルト、ルイス・ミゲル・シントラ、シャンドラ・マラティッチ
パウロ・ローシャの遺作。主人公に父親の人生を投影しつつ、自作の断片の引
用をまじえて構成されたローシャの半自伝的ドキュメンタリー・フィクション。自らの
原点を探りながら、ポルトガルのアイデンティティをも俯瞰した本作は監督の生前
に完成。逝去翌年のロカルノ国際映画祭で世界初上映された。

『モラエスの島』制作風景

There is no Portuguese cinephile, student of cinema, aspiring filmmaker or filmmaker, that hasn’t a profound debt to Paulo Rocha.
In the sixties, before Paulo, we only had one unsurpassable hero, Manoel de Oliveira, plus a couple of silent and documentary films that 
we could really praise and call our own.
Soon, we would have António Reis. And even António owed something to Paulo.
In our family, he will always be the young one, our desperate poet, the first who knew how to shoot our sweet, sad Lisbon. He confronted 
other realities, social, cultural, sentimental, far from his own. He flirted with the avant-garde.
He sailed to Japan in a broken ghost ship chasing a light in a lost country.
And my own debt to Paulo is immense. I was fortunate enough to be given the chance to start paying him back: in the last years of his 
life, Paulo asked me to help bring back some of the splendors of his two first black-and-white films, Os Verdes Anos and Mudar de Vida.
An unforgettable moment, one of the most precious of my life.
I promise you’ll be rewarded if you come watch Paulo Rocha’s films.
— Pedro Costa

東京初上映

黄金の河｜O Rio do Ouro
1998年｜101分｜DCP
監督・脚本：パウロ・ローシャ
脚色・台詞：パウロ・ローシャ、クラウディア・トマス
撮影：エルソ・ロック
出演：イザベル・ルト、リマ・ドゥアルチ、ジョアナ・バルシア
ポルトガル北部、ドウロ河沿いの小村を舞台に、初老の新婚夫妻、不倫相手
の子を身ごもる若い女、幻視の力をもつセールスマンらの嫉妬と欲望が渦巻き、
やがて惨劇へと至る。川とともにある暮らし、村祭り、随所で挿入される口承音
楽など、土地に根差す文化をふんだんに織り込んだ、ローシャ後期の代表作。



パウロ・ローシャ監督特集 ............... 2021年11月20日（土）–27日（土）

ポルトガルのシネフィル、映画を学ぶ学生、映画監督を目指す者、映画監督のなかで、
パウロ・ローシャに大きな借りをもたぬ者はいない。パウロより前に、1960年代において
は、マノエル・ド・オリヴェイラという比類なき英雄がいたが、それに加えて心の底から称
賛することができ、私たちの映画だと思えるような作品は、無声映画とドキュメンタリー
映画にわずかに存在するだけだった。
やがてアントニオ・レイスが登場するが、アントニオさえもパウロに負うものがある。
私たち“家族”のなかで、パウロはつねに若く、絶望の詩人であり続け、甘美でありなが
らも物哀しいリスボンを撮影する術

すべ

を知る最初の人間だった。彼は自分自身からは遠く
隔たった社会的、文化的、感情的なリアリティと向き合い、アヴァンギャルドと戯れた。
そして、「失われた国に光を」＊追い求めて、彼は壊れた幽霊船に乗り、日本へと航
海した。
私自身のパウロへの恩義は、計り知れないものだ。少しでも彼に恩返しする機会を持
ち得たのは幸運だった。その晩年に、彼の初期モノクロ作品の二本、『青い年』と『新
しい人生』の輝きを取り戻す手助けをするようパウロから請われたのだ。
私の人生のなかで、忘れがたい時、もっともかけがえのない瞬間のひとつだ。
私はあなた方に約束する。パウロ・ローシャの映画を観に来ればきっと報われるであろう
ことを。
――ペドロ・コスタ

＊『恋の浮島』第3歌に引用されるポルトガルの詩人カミロ・ペサーニャ（1867–1927）の詩の一節「私は
失われた国に光を見た」を踏まえている。――訳注

上から..........『青い年』
『新しい人生』
『恋の浮島』

『モラエスの島』
『黄金の河』

『もしも私が泥棒だったら…』

11月25日（木）
15:00– ............黄金の河［101分］

17:10– .............もしも私が泥棒だったら…［87分］

19:10– ............青い年［85分］

11月26日（金）
14:50– ............もしも私が泥棒だったら…［87分］

16:50– ............モラエスの島［102分］

19:00– ............黄金の河［101分］

11月27日（土）
12:00– ............青い年［85分］

14:00– ............新しい人生［93分］

16:00– ............恋の浮島［169分］

19:10– ............［オンライントーク］
	 ペドロ・コスタ（映画監督／ポルトガル）
 司会＝土田環（映画研究者）

※11月20日（土）以外はすべてDCPでの上映。
※全作品日本語字幕。
※新型コロナウィルスの感染状況に対応して座席数を制限することがあります。ご了承下さい。

入場料（入替制）
［1回券］ 一般1,500円／シニア・学生1,300円／

 アテネ・フランセ文化センター会員1,000円
［3回券］ 3,000円

11月20日（土）
国立映画アーカイブ所蔵35mm版特別上映
12:00– ............青い年［85分／35mm］

14:00– ............新しい人生［93分／35mm］

16:00– ............恋の浮島［169分／35mm］

19:00– ............［トーク］
	 岡島尚志（国立映画アーカイブ館長）
	 「フィルムアーカイブにおけるデジタル復元
 ――その四半世紀を振り返って」

11月23日（火・祝）
13:40– ............モラエスの島［102分］

15:50– ............黄金の河［101分］

18:00– ............もしも私が泥棒だったら…［87分］

11月24日（水）
13:40– ............新しい人生［93分］

15:40– ............恋の浮島［169分］

19:00– ............モラエスの島［102分］

会場＆お問合せ
アテネ・フランセ文化センター
東京都千代田区神田駿河台2-11 アテネ・フランセ4階｜JR・地下鉄 御茶ノ水・水道橋駅より 徒歩7分
TEL.03-3291-4339（13:00–20:00）  http://www.athenee.net/culturalcenter/  infor@athenee.net
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